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６
人
の
功
績
を
た
た
え
て

　

11
月
３
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
２
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
程
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ
れ

た
６
人
を
表
彰
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
参
加
者
を
町
関
係
者
や
関
係

区
長
な
ど
20
人
程
度
に
限
定
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
受
賞
者
１
人
ひ
と
り
に
奥
名

克
美
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。「
福

祉
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
自
治
」
の
各
分
野
に
お

い
て
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

奥
名
町
長
は
「
受
賞
さ
れ
ま
す
皆
様
は
、

各
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
地
域
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
多
年
の
功
績
に
対
し
て
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
貴
重
な
経
験
と
知
識
を
基
に
、
引
き
続
き

本
町
の
町
政
発
展
・
地
域
振
興
に
、
ご
指
導

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
宮
川
安
明

町
議
会
議
長
、
池
田
健
吾
区
長
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

功
労
者
を
代
表
し
て
、藤
本
賢
治
さ
ん
（
緑

町
区
）
が
「
本
日
は
立
派
な
表
彰
式
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
ま
す
ま
す
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
受
章
者

福祉、スポーツ、自治功労の功績をたたえて

■
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　

功
労
者
表
彰
式
に
併
せ
て
、

甲
佐
町
表
彰
規
程
に
基
づ
く
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
平
成
28

年
熊
本
地
震
に
お
い
て
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
用
地
と
し
て
、

所
有
地
を
無
償
に
て
貸
与
い
た

だ
い
た
森
川
健
康
堂
株
式
会
社

（
甲
佐
町
田
口
）、
拓
建
工
業
株

式
会
社
（
福
岡
県
福
岡
市
）、
奥

名
利
春
さ
ん
（
糸
田
区
）、
緒
方

喜
智
子
さ
ん
（
横
田
）
に
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
者
の
善
意
に
よ
り
、
本
町

の
仮
設
住
宅
の
建
設
が
速
や
か

に
実
現
し
、
被
災
者
の
生
活
再

建
に
多
大
な
る
貢
献
が
あ
り
、

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
と
な
り
ま

し
た
。

▲ 奥名町長から感謝状を贈呈される
森川健康堂㈱の宮本一寿取締役（左）

藤本 賢治さん
〔緑町区〕

甲佐町老人クラブ連
合会会長、上益城郡
老人クラブ連合会会
長、熊本県老人クラ
ブ連合会理事

福祉功労

松野 洋一さん
〔糸田区〕

甲佐町民生委員・児
童委員、甲佐町民生
委員・児童委員協議
会会長

福祉功労

作守 純生 さん
〔岩下一区〕

甲佐町体育指導委員
およびスポーツ推進
委員30年、熊本県
体育指導委員協議会
理事12年など

スポーツ功労

久佐賀 忠さん
〔南三箇区〕

乙女地区体育協会会
長、同協会副会長、
乙女地区ビーチバ
レーボール協会副会
長12年

スポーツ功労

粟田 国彦さん
〔上早川一区〕

甲佐町スポーツ推進
委員会会長、甲佐町
体育指導委員および
甲佐町スポーツ推進
委員34年

スポーツ功労

井芹 敬一さん
〔山出区〕

交通指導員33年

自治功労

【功労者説明】功労の表彰分野、功労者氏名、行政区、表彰に該当すると認められた経歴および功績など
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■ 

甲
佐
町
消
防
団
が
町
内
巡
回

で
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け

　

11
月
８
日
（
日
）
町
内
全
域
で

防
火
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、
11
月
９
日
〜
15

日
の
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を

前
に
甲
佐
町
消
防
団
（
池
田
実
団

長
）
が
毎
年
実
施
。
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
で
火
災
発
生
を
防
止
し
、
尊

い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
池
田
団

長
が
「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
消
防
活
動
が
制
限

さ
れ
る
な
か
、
火
災
を
お
こ
さ
な

い
事
が
一
番
で
す
。
呼
び
掛
け
を

十
分
に
行
い
、
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
。

　

参
加
し
た
団
員
ら
約
40
人
が
消

防
車
両
28
台
に
乗
り
込
み
、
宮

内
・
甲
佐
・
竜
野
・
白
旗
・
乙
女

の
各
地
域
に
分
か
れ
て
巡
回
し
な

が
ら
、
拡
声
器
で
「
空
気
が
乾
燥

し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と

火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

■ 

本
年
の
町
内
で
の
火
災
発
生

件
数
は
８
件

　

町
で
は
、
火
災
予
防
の
啓
発
を

図
る
た
め
、
町
広
報
紙
に
て
本
年

の
火
災
発
生
累
計
件
数
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
、
本
年
の
火
災

発
生
件
数
は
８
件
（
11
月
15
日
現

在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

家
屋
火
災
１
件
、
原
野
火
災
１
件
、

そ
の
他
６
件
で
す
。

　

町
総
務
課
消
防
係
で
消
防
主
任

を
務
め
る
眞
田
洋
彰
主
事
は
「
本

年
は
、
町
内
で
の
火
災
発
生
件
数

が
昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
全
体
で

６
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
を
使
う
機
会
が
増
え
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
火
災
か
ら
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
火
の

元
の
確
認
を
よ
り
一
層
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
改
め
て
注
意
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

甲佐町消防団が防火啓発パレードを実施

秋の全国火災予防運動

ト ピ ッ ク ス
▼

防
火
啓
発
の
た
め
地
域
巡
回
に
出
発
す
る
甲
佐
町
消
防
団
の
消
防
車
両


